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史
跡
探
訪
会　
　
　
　
　

　
　

月
７
日
（
土
）、
同
展
示
会
の
関
連
行

１１
事
と
し
て
、
千
葉
氏
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

史
跡
探
訪
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、　

人
が
参
加
し
、
小
城
郷
土

４０

史
研
究
会
の
方
々
の
案
内
に
よ
り
、
千
葉

城
跡
や
、
円
通
寺
、 
光  
勝  
寺 
な
ど
を
一
日

こ
う 
し
ょ
う 
じ

か
け
て
訪
ね
ま
し
た
。　

　
小
城
郷
土
史
研
究
会
史
跡
探
訪
会 

小
城
郡
晴
気
庄
関
連
の
古
文
書
を
見
学

　

小
城
郷
土
史
研
究
会
に
よ
る
史
跡

探
訪
会
が
、　

月　

日
（
土
）
行
わ

１１

２８
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。
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さ
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。
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。
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。
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示
作
品
よ
り

梧竹書「 双  松  山  房 」
そう しょう さん ぼう

　梧竹が、敬明に贈った書で富岡家に伝わっています。
　「双松山房」とは敬明の邸宅の名称です。

鍋島直亮拝領刀「不動丸」
　敬明が小城藩士時代、江戸 詰 の 褒  美 として、十代

づめ ほう び

藩主鍋島 直  亮 から拝領したもの。富岡家に伝わって
なお すけ

います。
　敬明は、この時の喜びを漢詩に 詠 んでいます。
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